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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本水道鋼管

協会（WSP）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正す

べきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。

これによって，JIS G 3443-4:2014 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS G 3443 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS G 3443-1 第 1 部：直管 

JIS G 3443-2 第 2 部：異形管 

JIS G 3443-3 第 3 部：長寿命形外面プラスチック被覆 

JIS G 3443-4 第 4 部：内面エポキシ樹脂塗装 
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日本産業規格          JIS 
 G 3443-4：2020 
 

水輸送用塗覆装鋼管－ 

第 4 部：内面エポキシ樹脂塗装 

Coated steel pipes for water service-Part 4: Internal epoxy coatings 

 

1 適用範囲 

この規格は，主に工業用水道，農業用水路及び下水道に使用する水輸送用塗覆装鋼管の原管内面に施す

エポキシ樹脂塗装について規定する。 

なお，この規格は，水源からの導水管など，多目的用途に使用される管路で，管の用途に上水道が含ま

れている場合には，適用しない。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0601 製品の幾何特性仕様（GPS）－表面性状：輪郭曲線方式－用語，定義及び表面性状パラメ

ータ 

JIS B 7512 鋼製巻尺 

JIS G 3101 一般構造用圧延鋼材 

JIS G 3141 冷間圧延鋼板及び鋼帯 

JIS G 3443-1 水輸送用塗覆装鋼管－第 1 部：直管 

JIS G 3443-2 水輸送用塗覆装鋼管－第 2 部：異形管 

JIS G 3443-3 水輸送用塗覆装鋼管－第 3 部：長寿命形外面プラスチック被覆 

JIS K 5500 塗料用語 

JIS K 5600-1-1 塗料一般試験方法－第 1 部：通則－第 1 節：試験一般（条件及び方法） 

JIS K 5600-1-2 塗料一般試験方法－第 1 部：通則－第 2 節：サンプリング 

JIS K 5600-1-4 塗料一般試験方法－第 1 部：通則－第 4 節：試験用標準試験板 

JIS K 5600-1-7 塗料一般試験方法－第 1 部：通則－第 7 節：膜厚 

JIS K 5600-5-3 塗料一般試験方法－第 5 部：塗膜の機械的性質－第 3 節：耐おもり落下性 

JIS K 5600-5-6 塗料一般試験方法－第 5 部：塗膜の機械的性質－第 6 節：付着性（クロスカット法） 

JIS K 5600-5-7 塗料一般試験方法－第 5 部：塗膜の機械的性質－第 7 節：付着性（プルオフ法） 

JIS K 5600-7-1 塗料一般試験方法－第 7 部：塗膜の長期耐久性－第 1 節：耐中性塩水噴霧性 

JIS K 5600-7-2 塗料一般試験方法－第 7 部：塗膜の長期耐久性－第 2 節：耐湿性（連続結露法） 

JIS K 5600-8-2 塗料一般試験方法－第 8 部：塗膜劣化の評価－第 2 節：膨れの等級 

JIS K 5601-1-2 塗料成分試験方法－第 1 部：通則－第 2 節：加熱残分 

JIS Z 0313 素地調整用ブラスト処理面の試験及び評価方法 


